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昭和22年（1947年）秋田県生まれ。
大田区立糀谷小学校・出雲小学校、
海城学園中等部・高等部、中央大学法学部卒。
デンマークの船会社マースク・ラインに18年間勤務。
その後、衆議院議員政策担当秘書を経て、平成11年（1999）
以来、川崎市議会議員に３期連続当選。

公明党党本部中小企業活性化対策本部委員
公明党神奈川県本部総合選対局長
公明党川崎第３総支部長・多摩第２支部長
中央大学学員会幹事・川崎支部支部長、元協議員
学校法人中央大学元商議員
海城学園海原会常任幹事

すすむNews! メルマガ

登録は
こちらから

平成24年
春開設！

北部地域の総合病院

　北部地域の市民の皆様が待望していた総合病院の建設工事が着工となり、平成22年
9月2日に起工式が執り行われました。この病院の誘致に尽力した、すがわら進議員が、

代表してあいさつ。5年前より川崎市北部への進出
を要請した詳細な経過を踏まえ、北部地域の医療
の充実と最先端の医療をトータルで担う世界水準
の総合病院を目指していることを紹介しました。　
予定通り、平成24年春の開設をめざし、すがわら進議員は全力を挙げ
ていく決意です。

すがわら進議員が実現しました！

小学校の英語教育が
多摩区発信で、全国で実施

新百合ケ丘総合病院新築工事の起工式が
平成22年9月2日に行われました。

医療法人社団 三成会

⬆起工式であいさつする
「すがわら進」議員

⬅左から  すがわら進議員、渡邉一夫理事長、福島孝徳先生

国際化の進展に対応し、英語の基礎
的なコミュニケーション能力の育成
を目指し、先んじて川崎市では全114
校で実現しました。

キャリアサポート
かわさきの創設

若年者のキャリアカウンセリング、就職準備セミ
ナー、就業チャレンジセミナー、職場体験研修、無
料職業紹介など、就職活動における相談、研修、職
業紹介、職場定着までを強力にサポートします。

　多摩区の豊かな緑と、それを生かし
た文化都市の街づくりを進めてまいり
ます。
　一人の人を大切にした、人間主義の
福祉政策を実現していきます。
　『皆様との対話の中から政策は生ま
れます』これが私の政治信条です。皆様
の小さな声を大きな力にして、政治に
生かす自信があります。大切な多摩区
の皆様が、安心して生活できるように、
全力で働きます。
　皆さまの声を市政に活かします。

検索すがわら進すがわら進の活動・実績を掲載！



すがわら進
実現しました!

ドラえもんミュージアムが
平成23年9月3日に開館

音楽のまち・かわさき

多摩スポーツセンターの開設

世界的な人気キャラクターが多摩区のシ
ンボルに。シャトルバスも運行決定。

かわさきFMのインター
ネットラジオ配信を実現。
音楽家の育成・ストリート
ミュージシャンの活動の場
を提供。

文
化
・
芸
術
の
充
実

駅前市民講座の開設へ

小中学校の教室冷房と、
トイレ整備を推進

保育園の定員増

向ヶ丘遊園駅前ビルに専修大学サテライト
キャンパスが開設。教

育
の
充
実

小児救急24時間体制を実施

子供の総合相談窓口を各区設置

多摩病院にアレルギー専門外来
を設置

子供児童相談所を
生田に開設
小児医療無料化を
未就学児童まで拡充
コミュニティバスの導入
山ゆり号の試験運行を実現。不便地域の解
消や高齢者への支援をめざして推進。

福
祉
の
充
実

特別融資制度を実現

中小企業対策

雇用調整助成金の利用促進
市内事業者優先発注の促進

無担保・無保証の特別融資制度
（限度額500万円）を実現。

公明党党本部中小企業活性化対策本部委員と
して、中小企業への融資の充実、経営相談、情
報発信の充実に取り組みました。

経
済
・
雇
用
の
充
実

バランスシートの導入により、財政の視覚化
を実現。

健全で持続可能な財政構造の構
築に向けた取り組みの実施

区行政改革
窓口サービスが土曜日も
利用可に。登戸駅に行政
サービスコーナーを設置。

行
政
改
革

環境・福祉分野に
おけるデンマーク
との経済・産業交流

多摩川の利用計画
の策定を推進
太陽光・風力発電の
推進

地球温暖化対策
条例の策定

国際環境技術展の
開催環

境
対
策

小田急線「向ケ丘遊園駅」～「よみうりラン
ド前駅」、南武線「久地駅」「宿河原駅」の各
駅にエレベーターを設置。

駐輪場対策

小田急線・南武線
各駅のバリアフリー化を実現

南武線と小田急線各駅
に駐輪場設置。登戸駅に
立体駐輪場を設置。

安
心
・
安
全
の
充
実

すがわら進
の目指す

「多摩区」
ビジョン

❶ 安心・安全の街「多摩区」に
❷ 水と緑が豊かな街「多摩区」に
❸ 人材豊かな学園都市の街「多摩区」に
❹ 文化・芸術の街「多摩区」に
❺ 中小企業が元気な街「多摩区」に
❻ 人と人がふれあえる街「多摩区」に

安否確認システムの導入
単身の高齢者が安心して生
活できるように、自動的に
安否を確認できるシステム
導入を推進。

障害児支援策として
支援施設の開設
自助・共助・公助のバランスの
取れた協働型福祉社会の実現
保育園待機児童の解消のため、
小規模認可保育所の増所を推進

福
祉
の
充
実

すがわら進
推進します!

いじめ・うつ病・児童虐待対策
スクールカウンセラーの設置。

障害のある児童・生徒に適切な教育的支援
を行う。

特別支援教育の推進

社会経験豊富な人材を教育の現場で活かし
ます。

教職員の中途採用の拡大

中学校給食の実現

教
育
の
充
実

中小企業対策
融資の充実・経営相談・情報の提供を推進。
産業振興財団と商工会議所の一元化を推進。

港湾活性化の推進・３港連携

若者の就職と生活の支援を一括して行う
ワンストップサービス、マッチング事業
相談窓口の充実
工業用水をオーストラリアへ販売
（経済効果と環境対策）

経
済
・
雇
用
の
充
実

災害対策の継続推進
水害対策として五反田川・平瀬川支川の整備、
長沢・枡形・登戸・宿河原の浸水対策の推進。

北部地域の防災拠点となるよう、備蓄機能
や避難者支援機能の設置。

生田ゴルフ場に防災機能

南武線の橋上駅舎化、
立体交差化・輸送力の増強

市内街灯照明設備のLED化の推進

安
心
・
安
全
の
充
実

多摩区の地域資源・観光資源の活用

区内３大学（明治大学、専修大学、
日本女子大学）と行政の連携

登戸研究所展示資料館の開放、二ヶ領用
水の桜並木、岡本太郎美術館など98ヶ所
の地域資源・観
光資源を有効利
用した街づくり、
さらには地域経
済の活性化を推
進します。

文
化
・
芸
術
の
充
実

課税自主権の拡大、国と地方の税源比率を
1対1とするなど、国の事務・権限・税源を大
幅に地方に委譲します。

地域主権の推進行
政
改
革

川崎市全体で100
万本の植樹運動を
推進。

生物多様性の
積極的な推進

生田緑地ビジョン。
緑地保全の促進

環
境
対
策
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